
合同自主防災訓練と防災マップづくりを通じた
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A区分

実 施 期 間 平成 28 年４月２日〜平成 28 年 10 月 11 日
参 加 人 数 約 400 名
事 業 費 総 額 約 101 万円

事業の概要
１. 避難所体験・自主防災訓練（消火・応急救護・炊き出し訓練）
２. 防災展示と消防署による「東京防災」講演会
３. 地域の現状に則した防災マップの作成、配布
４. 被災地応援三味線講演会の開催
５. 子供もミニ防災衣を着用して記念撮影・ミニ消防車運転

主な経費
謝 礼 金 スポーツ選手・文化人

打ち合わせ経費 打ち合わせお茶代

物 品 購 入 費 着ぐるみ（多幸八）・クレヨン（16 色）

印 刷 経 費 チラシ・ポスター・町会パンフレット

委 託 料 イベント会場設営・告知紙媒体制作費

参加団体
東久留米市立第二小学校、東京消防庁東久留米消防署、田無警察署、東久留米市防災防犯課、東久留米
市消防第ニ分団、東久留米市社会福祉協議会、東久留米市赤十字奉仕団、大門中学校地区青少年健全育
成協議会、防災まちづくりの会、CPR 友の会、公益社団法人東村山法人会久留米第一支部

事業の効果
●幅広い世代の参加

子供から高齢者まで幅広い年代の住民が多く参加した。
避難所体験・自主防災訓練の取り組みが幅広い世代に高く評価された。
●防災意識の向上

避難所経験・自主防災マップ事業を連携実施したことにより、住民の防災意識の向上を図ることがで
きた。
地域に則した見やすい防犯マップが完成し、災害時の危険箇所や避難ルートの諸課題を共通認識でき
た。

D区分
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実 施 期 間 令和元年 4月 16日～令和元年 9月 10日
参 加 人 数 約 1,141 名
事 業 費 総 額 約 33万円

事業の概要
１．盆踊り大会を開催し、住民相互の交流を深めた
２．焼きそば、焼き鳥、たこ焼き、フランクフルト、かき氷などの模擬店を開催
３．子供たちには「射的コーナー」で楽しんでもらった

主な経費
謝 礼 金 盆踊り団体、太鼓の会
物 品 購 入 費 音響装置、ポータブルCDプレーヤー、ポスター用紙
印 刷 経 費 ポスター印刷

参加団体
志村小学校おやじの会、東京都聴覚障害者支援センター

事業の効果
●参加者同士が顔見知りになることで、地域の活性化に繋がった
●音響設備を充実させたことにより、明瞭なサウンドによる円滑な大会進行が可能になった
● LED照明への切換えをしたことで省エネに貢献できた
●PTAとの協力やラジオ体操での参加呼びかけ、商店街でのポスター掲示等で多くの参加
者へ町会をアピールできる好機となった

「盆踊り」を通じた地域交流促進事業

板　橋　区志村銀座商店街振興組合志村城山町会



八の部町町会連合会
福生市南田園二丁目町会
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志村城山町会
志村銀座商店街振興組合

板橋区


